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大田弘子・元経済財政政策担当大臣を座長とする有識者会議・経済成長フォーラム (事務局：日

本生産性本部)は、12 月 22 日付で、経済や経営の課題について「第 10 回 企業経営者緊急アンケー

ト調査」（実施期間：10/31～11/14）結果を発表した（回答者数 194 人）。 

それによると、9割の経営者が、ブレグジット等による世界経済の鈍化を懸念している。一方、日

本経済については、デフレからの脱却を過半の経営者が実感していない。また、政策では、マイナ

ス金利政策はなるべく早く終了すべきとする回答が 7 割近くにのぼった。 

主な調査結果は下記のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経済成長フォーラム】 座  長  ：大田 弘子 （政策研究大学院大学教授） 

           コアメンバー：高橋   進  （日本総合研究所理事長） 

                  冨山 和彦 （経営共創基盤ＣＥＯ） 

             ＵＲＬ：http://www.economic-growth-forum.jp 

 【お問合せ先】経済成長フォーラム事務局：（公財）日本生産性本部・公共政策部 

         担当： 内山       TEL：03-3409-1137   FAX：03-3409-2810  

                      E メール：K.Uchiyama@jpc-net.jp 

  【同日配付記者クラブ】経済団体記者会、内閣府記者クラブ 

 

経済成長フォーラム 

第１０回 企業経営者緊急アンケート調査報告 

経済成長の課題～現下の経済と企業経営～ 

９割の経営者が世界経済の鈍化を懸念 

【内外経済について】 

1. ブレグジット等による世界経済の鈍化に対して、「懸念している」が 9 割          

2. 政府の中長期経済成長目標の「実質 2％」「名目 3％」は、「実現可能」が 

ともに 2 割を超え、昨年来の１桁から大きく上昇 

3. デフレについては、「脱却していない」が 5 割超                  

【政策について】 

4. マイナス金利政策は、国内設備投資の「誘因にならない」が 7割、 

「なるべく早く終了すべき」も 7割 

5. 成長戦略では「電力改革」「農業改革」等を 8割強が評価 

6. 働き方改革では、「同一労働同一賃金」への賛成は 6割 

【経営について】 

7. 自社の成長目標の達成見通しは、半年前と「変わらない」が 5割超                    

8. 来年度の設備投資は今年度と同額程度が 6 割          
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